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■平成 27年度総会・懇親会風景 
演 奏  土浦一高吹奏楽部 

演 舞  土浦一高応援指導部 

講 演  小野 哲也 氏 

            公益財団法人環境科学技術研究所 

 
■総会・懇親会出席者名簿 
 

■放射線の人体影響 
小野 哲也（昭和 41年卒） 

 

 

■半了のささやき（最終・第 20 回） 
 「つなぐ」 

高山寺 半了（昭和 41年卒） 

 
今年 5月の一高祭入場門≪撮影 高山了氏（昭 41年卒）≫ 
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平成 27年度  総会・懇親会が盛大に開催されました。 

6 月 14 日(日)  学士会館 

 

 

土浦一高 吹奏楽部による演奏 

 土浦一高 応援指導部による演舞 
 

講演「放射線の人体影響」 小野哲也氏（昭和 41 年卒） 

 

歓談されるみなさん 
 

乾杯発声 片岡 弘安氏（昭和 16 年卒） 
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ピアノ演奏 

大沼 岳彦さん《大沼 陽子さん（昭和 41 年卒）

のご子息》 

 

大沼 岳彦さんと渡辺 大輔（平成 11年卒）さんによる 

            即興のコラボレーション 

（急なお願いを聞いてくださってありがとうございました。） 

 

初参加の皆さん（向かって左から） 

大沼陽子さん(昭和 41 年卒)  長井真之さん(平成 6年卒） 

忽那一平さん(平成 13 年卒)  七森泰之さん(平成 12 年卒) 

飯田伸夫さん(昭和 50 年卒) 

 

応援指導部 OBによる校歌斉唱 

  

手拍子を合わせて、全員で校歌斉唱 閉会宣言  大野名誉会長 
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齋藤正明 Ｓ16 中 

 
片岡弘安 Ｓ16 中 

会 

員 

準
会
員  

茨城県東京事務所 

所長 岩田 豊氏 

 

進修同窓会副会長 

大曾根宏亮氏 

 

土浦第一高等学校 

校長 横島義昭氏 

来 

賓 

 
菊地 清 Ｓ31 

 
大野金一 Ｓ31 

 
色川嘉一 Ｓ31 

 
坪井 洋 Ｓ27 

 
郡  隆 Ｓ24 中 

 
山藤和夫 Ｓ23 中 

 
酒寄和郎 Ｓ20 中 

 
沼里征二 Ｓ33 

 
服部彧雄 Ｓ32 

 
渡辺 隆 Ｓ31 

 
山田晴康 Ｓ31 

 
武藤 明 Ｓ31 

 
長島弘道 Ｓ31 

 
中村信秀 Ｓ31 

 
久保内総子Ｓ39 

 
野村ルナ Ｓ38 

 
矢口照雄 Ｓ37 

 
林 幸子 Ｓ37 

 
北川正之 Ｓ37 

 
若山 宏 Ｓ36 

 
關井康雄 Ｓ33 

 
大沼陽子 Ｓ41 

 
浦野滋夫 Ｓ41 

 
今泉房子 Ｓ41 

 
飯塚哲哉 Ｓ41 

 
浅野宗玄 Ｓ41 

 
相澤興二 Ｓ41 

 
鈴木 達 Ｓ39 

 
仁平典子 Ｓ41 

 
長戸 琴 Ｓ41 

 
中島 徹 Ｓ41 

 
高山 了 Ｓ41 

 
甲田三重 Ｓ41 

 
久保田信雄Ｓ41 

 
岡野久男 Ｓ41 

 
安井恵子 Ｓ41 

 
宮本英尚 Ｓ41 

 
堀江恵子 Ｓ41 

 
久松信明 Ｓ41 

 
初田正雄 Ｓ41 

 
萩原一男 Ｓ41 

 
野口卓男 Ｓ41 

 
宮崎好廣 Ｓ43 

 
光永研一 Ｓ43 

 
幕内邦夫 Ｓ43 

 
常山淨子 Ｓ43 

 
鈴木 厚 Ｓ43 

 
木村繁夫 Ｓ43 

 
山村 章 Ｓ41 
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逆井 誠 Ｓ44 

 
齋藤泰雄 Ｓ44 

 
岡崎孝宣 Ｓ44 

 
大関 享 Ｓ44 

 
池田博一 Ｓ44 

 
渡辺愼一 Ｓ43 

 
柳澤成二 Ｓ43 

 
鈴木良治 Ｓ45 

 
平松美恵子Ｓ45 

 
猪俣勝広 Ｓ45 

 
丸木庸次 Ｓ44 

 
永井 博 Ｓ44 

 
助川博夫 Ｓ44 

 
佐々木純一Ｓ44 

 
福島郁夫 Ｓ48 

 
君山利男 Ｓ48 

 
小坂部充攻Ｓ48 

 
太田滋徳 Ｓ48 

 
海上裕之 Ｓ48 

 
井坂公明 Ｓ48 

 
小野幹夫 Ｓ46 

 
加藤祐司 Ｓ50 

 
小野村敏之Ｓ50 

 
内田敬子 Ｓ50 

 
飯田伸夫 Ｓ50 

 
吉田正史 Ｓ48 

 
本橋滋道 Ｓ48 

 
福田淳一 Ｓ48 

 
藤田和子 Ｓ55 

 
櫻井成一朗Ｓ55 

 
前野幸彦 Ｓ50 

 
星川美代子Ｓ50 

 
花上克宏 Ｓ50 

 
関口洋一 Ｓ50 

 
川島敦子 Ｓ50 

 
門田泰人 Ｈ5 

 
伊東明彦 Ｈ5 

 
吉田和則 Ｈ3 

 
酒井洋幸 Ｈ3 

 
澤田陽一郎Ｓ61 

 
柏瀬孝子 Ｓ57 

 
酒井学雄 Ｓ56 

 
壽崎春菜 Ｈ7 

 
緒方浩一 Ｈ7 

 
青木智典 Ｈ7 

 
長井真之 Ｈ6 

 
寺村英雄 Ｈ6 

 
五十嵐朝青Ｈ6 

 
佐藤一成 Ｈ5 

 

 

 
内藤雅之 Ｈ21 

 
忽那一平 Ｈ13 

 
河合敦実 Ｈ13 

 
七森泰之 Ｈ12 

 
渡辺大輔 Ｈ11 

 
青山大人 Ｈ9 

出
席
者
の
写
真
は
、

撮
影
を
同
意
し
て
い
た

だ
い
た
会
員
の
み
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。 
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１
．
は
じ
め
に 

 

地
球
上
に
も
宇
宙
に
も
あ
ま
ね
く
存
在

す
る
放
射
線
に
人
類
が
初
め
て
気
づ
い
た

の
は
百
二
十
年
前
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
よ
る

エ
ッ
ク
ス
線
の
発
見
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

生
命
の
歴
史
が
三
十
五
億
年
、
人
類
（
ホ

モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）
が
生
ま
れ
て
か
ら
三

十
万
年
で
あ
る
こ
と
に
比
べ
る
と
い
か
に

も
浅
い
歴
史
し
か
も
っ
て
い
な
い
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
放
射
線
の
有
用
性
は
発
見

直
後
か
ら
瞬
く
間
に
広
く
深
く
認
識
さ
れ
、

今
で
は
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
面
で
欠
か
せ

な
い
存
在
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
放
射
線
診
断
、
癌
の
治
療
、
殺
菌
、

精
密
機
械
の
非
破
壊
検
査
、
化
学
反
応
の

促
進
、
品
種
改
良
、
な
ど
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
原
子
力
発
電
や
核
兵
器
は
、
原

子
核
が
分
裂
す
る
時
に
生
じ
る
高
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
開
発
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
核
分
裂
に
は
放

射
線
の
放
出
を
伴
う
の
で
そ
の
扱
い
が
厄

介
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
多
量
の
放
射
線

は
人
を
死
に
至
ら
し
め
、
少
量
の
放
射
線

で
も
癌
や
白
内
障
の
発
生
頻
度
を
増
加
さ

せ
た
り
寿
命
を
短
く
す
る
と
い
っ
た
効
果

の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ご
く
少
量
の
放
射
線
に
よ

る
健
康
影
響
に
つ
い
て
は
ま
だ
よ
く
理
解

さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
定
の
仮
説
を
も
と
に

説
明
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま 

     

で
、
ご
く
少
量
の
放
射
線
に
被
ば
く
す
る

の
は
一
部
の
専
門
家
と
稀
な
事
故
に
よ
っ

て
被
ば
く
す
る
少
数
の
人
達
に
限
ら
れ
て

い
た
為
に
そ
れ
ほ
ど
社
会
問
題
に
は
な
っ

て
こ
な
か
っ
た
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と

福
島
の
原
発
事
故
に
よ
り
多
く
の
人
々
が

被
ば
く
す
る
こ
と
に
な
り
、
特
に
欧
州
と

日
本
で
大
き
な
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
本
稿
で
は
、
放
射
線
と
そ
の
人
体

影
響
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
あ
と
少
量

の
放
射
線
の
生
体
影
響
に
つ
て
の
私
ど
も

の
研
究
を
紹
介
し
た
い
。 

２
．
放
射
線
の
種
類
と
量 

 

放
射
線
に
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
、
ガ
ン
マ

線
、
ベ
ー
タ
線
（
電
子
線
）、
陽
子
線
、
中

性
子
線
、
ア
ル
フ
ァ
ー
線
、
重
粒
子
線
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

量
は
グ
レ
イ
（
Gy
）
あ
る
い
は
シ
ー
ベ
ル

ト
（
Sv
）
と
い
う
単
位
で
計
量
さ
れ
る
。

グ
レ
イ
は
単
位
重
量
の
物
の
中
に
ど
れ
ほ

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
付
与
さ
れ
る
か
を
示

し
、
シ
ー
ベ
ル
ト
は
生
体
影
響
が
ど
れ
ほ

ど
か
を
指
標
に
し
た
単
位
で
あ
る
。
エ
ッ

ク
ス
線
、
ガ
ン
マ
線
、
ベ
ー
タ
線
で
は
グ

レ
イ
と
シ
ー
ベ
ル
ト
は
同
じ
数
字
に
な
る
。

放
射
線
と
似
て
非
な
る
も
の
に
「
放
射
性

物
質
」
と
か
「
放
射
性
同
位
元
素
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
放
射
線
を
出

す
物
質
を
意
味
し
、
そ
の
量
は
ベ
ク
レ
ル

（
Bq
）
と
い
う
単
位
で
数
え
ら
れ
る
。 

３
．
放
射
線
の
特
徴
と
そ
の
利
用 

 

様
々
な
放
射
線
に
共
通
し
た
特
徴
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
く
原
子
や
分
子
を
破
壊

す
る
こ
と
と
物
を
透
過
す
る
能
力
が
高
い

こ
と
で
あ
る
。
生
き
物
を
構
成
す
る
細
胞

は
分
子
か
ら
出
来
て
い
る
の
で
、
分
子
が

壊
さ
れ
る
と
細
胞
が
死
ぬ
。
そ
の
細
胞
が

癌
細
胞
で
あ
れ
ば
、
癌
を
治
療
す
る
こ
と

に
な
る
し
、
細
胞
が
細
菌
で
あ
れ
ば
殺
菌

で
き
る
こ
と
に
な
る
。
兵
器
と
し
て
使
え

ば
人
を
殺
す
。
他
方
、
透
過
性
の
良
さ
は

放
射
線
診
断
に
お
い
て
人
体
の
内
部
を
鮮

明
に
可
視
化
し
、
精
密
機
械
に
適
応
す
れ

ば
完
成
品
の
内
部
が
設
計
通
り
に
作
ら
れ

て
い
る
か
を
詳
細
に
チ
ェ
ッ
ク
出
来
る

（
非
破
壊
検
査
）。
ま
た
、
放
射
線
は
人
の

五
感
で
は
感
知
出
来
な
い
の
も
特
徴
で
あ

る
。
た
だ
こ
れ
は
専
用
の
検
出
器
を
使
う

と
非
常
に
感
度
よ
く
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
、

そ
れ
さ
え
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
。 

４
．
自
然
放
射
線 

 

地
上
の
何
処
に
で
も
存
在
す
る
放
射
線

を
自
然
放
射
線
あ
る
い
は
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
放
射
線
と
呼
ぶ
。
そ
の
内
訳
は
、
宇

宙
を
飛
び
交
っ
て
い
る
宇
宙
線
の
一
部
が

地
上
に
達
し
た
も
の
、
地
中
の
中
に
僅
か

に
存
在
す
る
ウ
ラ
ン
、
ト
リ
ウ
ム
と
い
っ

た
放
射
性
物
質
か
ら
出
さ
れ
る
大
地
放
射

線
、
食
物
や
呼
気
を
通
し
て
体
内
に
取
り

込
ま
れ
た
放
射
性
カ
リ
ウ
ム
や
ラ
ド
ン
、

ポ
ロ
ニ
ウ
ム
か
ら
の
放
射
線
な
ど
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
日
本
で
は
年
間
約

２
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
mSv
）
に
な
る
。
こ

の
値
は
、
同
じ
国
内
で
も
場
所
に
よ
っ
て

数
１０
％
の
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
世
界
を
見

る
と
さ
ら
に
大
き
な
ば
ら
つ
き
（
年
間
１

〜
１０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
が
見
ら
れ
る
。

因
に
、
日
本
人
が
病
院
で
の
放
射
線
診
断

で
受
け
る
放
射
線
量
は
年
間
一
人
平
均
４

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
さ
れ
る
。 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
人
が
こ
れ
ま
で
生

存
し
て
き
た
環
境
中
に
は
、
ず
っ
と
放
射

線
と
放
射
性
物
質
が
存
在
し
、
そ
こ
か
ら

年
間
１
〜
１０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線

を
受
け
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
が
全
く
無
害
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
も
し
僅
か
な
健
康
影

響
が
あ
っ
た
と
し
て
も
地
球
上
に
住
む
限

り
そ
れ
は
「
許
容
範
囲
」
と
考
え
る
し
か

な
い
。 

５
．
放
射
線
の
人
体
影
響 

 

放
射
線
を
多
く
浴
び
る
と
人
体
の
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
エ
ッ
ク
ス
線
が

発
見
さ
れ
た
後
す
ぐ
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
多
く
の
動
物
を
使
っ
た
実
験
や
被

爆
者
の
調
査
が
行
わ
れ
、
影
響
の
内
容
が

か
な
り
よ
く
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
影
響

は
大
き
く
分
け
て
３
種
類
。
急
性
障
害
、

晩
発
性
障
害
、
継
世
代
影
響
（
遺
伝
的
影

響
）
で
あ
る
。 

 

５
〜
１０
シ
ー
ベ
ル
ト
の
放
射
線
を
全
身

に
受
け
る
と
血
球
の
再
生
が
出
来
な
く
な

り
、
被
爆
後
数
週
間
で
死
亡
す
る
（
骨
髄

死
と
呼
ば
れ
る
）。
１０
〜
１
０
０
シ
ー
ベ
ル

ト
の
被
ば
く
で
は
腸
が
機
能
し
な
く
な
り

一
週
間
く
ら
い
で
死
亡
す
る
（
腸
死
）
。
１

０
０
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
で
は
中
枢
神
経
が

や
ら
れ
数
日
の
間
に
死
亡
す
る
（
中
枢
神

経
死
）
。
骨
髄
死
に
対
し
て
は
骨
髄
移
植
が

有
効
な
治
療
法
に
な
る
こ
と
も
分
か
っ
て

放 

射 

線 

の 

人 

体 

影 

響 

 
 

小
野 

哲
也
（
昭
和
４１
年
卒
） 
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い
る
。
５
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
線
量
を
被

ば
く
し
て
も
数
年
の
間
に
死
ぬ
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
そ
れ
を
越
え
る
と
白
血
病
や

癌
で
死
亡
す
る
確
率
が
増
加
す
る
。
例
え

ば
１
シ
ー
ベ
ル
ト
の
被
ば
く
で
は
白
血
病

が
１
％
、
そ
の
他
の
癌
が
９
％
増
加
す
る
。

被
ば
く
し
な
く
て
も
約
３０
％
の
人
は
癌
で

死
ぬ
の
で
、
１
シ
ー
ベ
ル
ト
被
ば
く
す
る

と
癌
死
の
確
率
が
４０
％
に
上
が
る
と
い
う

計
算
に
な
る
。
他
に
も
、
白
内
障
の
増
加

や
寿
命
短
縮
の
起
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
親
が
被
ば
く
し
た
影
響
が
子

に
伝
わ
る
と
い
う
継
世
代
影
響
に
つ
い
て

は
、
ヒ
ト
で
の
証
拠
は
今
の
と
こ
ろ
な
い

が
、
様
々
な
生
物
で
調
べ
ら
れ
た
結
果
で

は
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

６
．
少
量
放
射
線
の
問
題 

 

上
記
の
晩
発
性
障
害
と
継
世
代
影
響
は
、

0.5 

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
被
ば
く
時
に
見

ら
れ
る
も
の
で
、
放
射
線
量
が
そ
れ
以
下

に
な
っ
た
と
き
ど
う
な
る
か
は
未
だ
よ
く

分
か
っ
て
い
な
い
。
物
理
、
化
学
の
世
界

で
は
、
高
い
線
量
で
の
反
応
が
分
か
っ
て

い
れ
ば
、
低
い
線
量
で
の
反
応
は
そ
れ
を

「
外
挿
」
す
れ
ば
い
い
こ
と
に
な
る
が
、

生
物
の
世
界
で
は
そ
う
簡
単
に
い
か
な
い
。

そ
の
理
由
は
生
物
が
環
境
の
変
化
に
応
答

し
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
一
度

少
量
の
放
射
線
を
浴
び
る
と
、
次
に
ま
た

被
ば
く
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
放
射

線
抵
抗
性
を
新
た
に
装
備
す
る
よ
う
に
な

る
（
適
応
応
答
と
呼
ば
れ
る
）。
他
に
も
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
効
果
と
か
ホ
ル
ミ
シ
ス
と

い
っ
た
応
答
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

等
が
個
体
レ
ベ
ル
で
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
を

示
す
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な

い
。
従
っ
て
「
外
挿
」
が
正
し
い
と
い
う

保
証
は
な
い
が
、
放
射
線
の
規
制
基
準
を

決
め
る
た
め
の
一
時
的
な
仮
説
と
し
て
採

用
さ
れ
て
い
る
（
「
閾
値
な
し
直
線
仮
説
」

と
呼
ば
れ
る
。
興
味
の
あ
る
方
は
図
１
を

丁
寧
に
眺
め
て
み
て
下
さ
い
）
。 

 

現
在
、
福
島
の
汚
染
地
域
へ
の
帰
還
の 

                

７
．
環
境
科
学
技
術
研
究
所
（
環
境
研
）

の
取
り
組
み 

 

私
た
ち
の
周
り
に
実
在
す
る
少
量
の
放

射
線
被
ば
く
は
２
種
類
あ
る
。
病
院
で
の

診
断
に
使
わ
れ
る
0.1
〜
１
０
０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
の
短
時
間
被
ば
く
と
少
線
量
を
長

期
に
わ
た
っ
て
被
ば
く
す
る
場
合
で
あ
る
。

後
者
の
具
体
例
は
、
宇
宙
飛
行
士
の
被
ば

く
や
放
射
線
作
業
従
事
者
、
研
究
者
が
許

容
さ
れ
て
い
る
長
期
連
続
被
ば
く
で
、
そ

の
量
は
宇
宙
で
は
年
間
約
４
０
０
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
、
職
業
人
は
年
間
20 

ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
。
こ
れ
等
の
被
ば
く
に
よ
っ
て
ど

れ
ほ
ど
の
健
康
影
響
を
受
け
る
か
は
、
上

述
し
た
よ
う
に
仮
説
を
使
っ
て
推
測
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
よ
く
は
分
か
ら
な
い
。
21

世
紀
初
頭
の
時
点
で
の
人
類
の
知
識
の
限

界
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
こ
で
環
境
科
学
技
術
研
究
所
で
は
年

間
20 

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
４
０
０
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
を
被
ば
く
し
た
時
ど
の
よ
う

な
健
康
影
響
が
ど
れ
ほ
ど
起
き
る
か
に
つ

い
て
実
験
動
物
を
使
っ
て
調
べ
る
と
い
う

研
究
を
進
め
て
い
る
。
動
物
に
は
マ
ウ
ス

を
使
い
、
寿
命
、
癌
の
発
生
率
、
免
疫
力
、

継
世
代
影
響
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

る
。
実
験
で
は
必
ず
影
響
が
見
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
８
０
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
被
ば

く
の
マ
ウ
ス
も
用
意
し
て
比
較
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
８
０
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

で
は
調
べ
た
ほ
と
ん
ど
の
指
標
で
影
響
が

み
ら
れ
る
が
、
４
０
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

で
は
一
部
の
指
標
で
僅
か
な
変
化
が
み
ら

れ
る
こ
と
、
20 

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
は
ど

の
指
標
で
も
影
響
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
（
表
１
）
。
表
１
で
は
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
材
料
）
の
変

化
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
変
化
は
一
時
的
な
も
の
で
永
続
が
な

い
の
で
生
体
へ
の
影
響
は
考
え
に
く
い
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
ヒ
ト
へ
の
影
響
を
推

測
す
る
と
、
宇
宙
で
一
年
滞
在
し
た
時
に

は
僅
か
だ
が
何
ら
か
の
影
響
が
あ
り
、
放

射
線
従
事
者
の
許
容
レ
ベ
ル
で
は
影
響
は

期
待
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た

だ
、
生
体
の
指
標
は
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の

だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、
母
体
内
で
の
被

ば
く
で
は
ど
う
か
と
か
、
何
世
代
も
被
ば

く
し
続
け
た
時
は
ど
う
か
な
ど
、
課
題
は

ま
だ
残
っ
て
い
る
。 

              

８
．
お
わ
り
に 

 

四
年
前
の
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
で

は
多
く
の
混
乱
が
起
き
た
。
そ
の
理
由
の

主
な
も
の
は
、
原
子
力
発
電
、
放
射
性
物

質
、
放
射
線
、
放
射
線
の
人
体
影
響
、
な

ど
に
つ
い
て
の
人
々
の
知
識
が
余
り
に
な

か
っ
た
こ
と
、
一
部
の
無
知
を
自
覚
し
て

い
な
い
専
門
家
と
「
売
れ
れ
ば
い
い
や
」

と
し
か
考
え
な
い
マ
ス
コ
ミ
人
が
不
正
確

な
情
報
を
垂
れ
流
し
煽
り
立
て
た
こ
と
の

２
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

世
の
中
に
は
よ
く
は
知
ら
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
問
題
が
出
て
き
た
時
は
、

耳
と
目
を
開
い
て
そ
の
分
野
の
真
摯
な
専

門
家
の
意
見
を
確
か
め
、
頭
を
冷
静
に
保

っ
て
適
切
な
判
断
を
下
す
こ
と
が
重
要
で

 

 

基
準
に
は
、
年
間
被
ば
く
量
が
２０
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
と
い
う
数
字
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
上
記
の
仮
説
に
従
っ
て

決
め
ら
れ
て
い
る
。 
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あ
る
。
幸
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達

し
多
く
の
情
報
が
簡
単
に
得
ら
れ
る
時
代

に
な
っ
て
い
る
。
少
し
手
間
を
か
け
る
だ

け
で
情
報
は
得
ら
れ
る
。
放
射
線
の
人
体

影
響
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.ie
s.o

r.jp
/

）
の
他
、

下
記
の
機
関
も
信
頼
出
来
る
情
報
を
発
信

し
て
い
る
。 

 

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
（
放
医
研
）
、

放
射
線
影
響
研
究
所
（
放
影
研
）
、
環
境
省
、

厚
生
労
働
省
、
日
本
放
射
線
影
響
学
会
、

日
本
保
健
物
理
学
会
、
日
本
医
学
放
射
線

学
会
、
日
本
放
射
線
技
術
学
会
。 

 

今
回
の
混
乱
を
よ
く
反
省
し
、
今
後
も

起
こ
り
う
る
事
故
や
災
害
へ
の
よ
り
賢
明

な
対
処
方
法
を
身
に
つ
け
て
ゆ
き
た
い
。 

      

 

い
や
～
暑
い
で
す
ね
。
こ
の
暑
い
中
、
２
年
後

に
創
立
１２０
周
年
を
迎
え
る
母
校
土
浦
一
高

の
後
輩
諸
君
は
大
活
躍
。
高
校
野
球
県
大
会

で
は
、
一
昨
年
に
続
き
ベ
ス
ト
16
入
り
。
東
進

会
総
会
で
お
馴
染
の
応
援
部
と
吹
奏
楽
部
の

応
援
は
素
晴
し
い
。
暑
い
中
、
水
を
か
け
ら
れ

な
が
ら
応
援
指
揮
し
て
い
る
女
子
の
ガ
ク
ラ
ン

姿
は
感
動
モ
ノ
で
す
。
又
、
５
月
末
の
一
高
祭

は
６
千
人
も
の
来
場
者
で
県
下
随
一
。
入
場

門
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
は
大
好
評
。
い
ず
れ
も

在
校
生
の
４
割
に
迫
る
女
子
の
力
が
大
き
い
。 

さ
て
今
回
の
お
題
は
「
つ
な
ぐ
」
。
手
を
つ
な

ぐ
、
命
を
つ
な
ぐ
、
そ
し
て
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
。 

貴
方
は
今
で
も
「
手
を
つ
な
い
で
」
い
ま
す

か
？
「お
い
、
よ
せ
よ
、
今
更
み
っ
と
も
な
い
！
」

お
怒
り
の
貴
殿
も
、
幼
い
頃
は
手
を
つ
な
い
で

い
ま
し
た
よ
。
両
親
と
兄
弟
と
、
友
達
と
・・
・。

何
時
か
ら
手
を
つ
な
が
な
く
な
り
ま
し
た

か
？
異
性
と
し
て
、
あ
る
い
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て

意
識
し
だ
し
た
頃
で
し
ょ
う
か
？
大
人
に
な
る

と
握
手
、
大
半
は
儀
礼
的
な
挨
拶
。
そ
れ
で
も

露
骨
に
嫌
な
顔
を
し
て
握
手
も
し
な
い
、
近
隣

大
国
の
ト
ッ
プ
も
い
ま
し
た
ね
。
幼
い
時
の
様
に

「
世
界
の
皆
が
手
を
つ
な
げ
」
ば
、
世
界
も
平

和
に
な
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
「
手
を
つ
な
ぐ

は
、
心
を
つ
な
ぐ
」第
一
歩
で
す
ね
。 

 

大
好
き
な
番
組
に
、
日
曜
夜
七
時
半
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
ダ
ー
ウ
イ
ン
が
や
っ
て
き
た
」
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
物
が
如
何
に
「
命
を
つ
な
ぐ
」
か

に
、
懸
命
に
な
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
す
。

25
年
も
前
に
英
国
の
動
物
行
動
学
者
リ
チ
ャ

ー
ド
・
ド
ー
キ
ン
ス
が
「
利
己
的
な
遺
伝
子
」
で

「
生
物
の
個
体
は
、
単
に
遺
伝
子
の
乗
り
物

（
運
び
手
）
」
に
過
ぎ
ず
と
言
っ
た
の
は
承
知
し

て
い
て
も
、
や
は
り
感
動
し
ま
す
。
然
る
に
人

間
は
、
戦
争
を
し
、
毎
日
殺
人
事
件
が
起
こ
り
、

貧
困
か
ら
命
を
失
い
、
我
儘
か
ら
幼
い
子
供
を

殺
し
て
・
・
・
何
が
霊
長
類
か
、
虫
け
ら
に
も
劣

る
と
の
思
い
が
強
く
な
り
ま
す
。 

 

正
月
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
必
死
に
走
り
タ
ス

キ
を
渡
す
選
手
に
、
感
動
し
ま
す
ね
。
一
人
で

は
な
い
、
仲
間
の
為
に
こ
こ
で
降
り
ら
れ
な
い
、

何
と
し
て
も
「タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
」姿
は
、
見
て
い

て
清
々
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。 

一
方
、
今
年
は
戦
後
70
年
の
節
目
の
年
。

安
倍
政
権
は
、
「国
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

為
」
に
、
憲
法
違
反
と
も
言
わ
れ
て
い
る
安
保

法
案
を
、
衆
議
院
で
強
行
採
決
し
参
議
院
送

り
。
創
業
１４０
年
の
名
門
東
芝
は
、
「チ
ャ
レ
ン
ジ
」

の
名
の
も
と
に
長
年
に
渡
る
不
適
切
会
計
で
、

３
代
の
社
長
が
揃
っ
て
辞
任
。
国
や
組
織
を
守

り
、
次
世
代
に
タ
ス
キ
を
渡
す
と
言
う
口
実
の

も
と
に
、
実
は
個
人
の
野
望
や
自
己
保
身
が

隠
さ
れ
て
い
な
い
か
、
要
注
意
で
す
。 

 

東
進
会
も
節
目
の
年
、
25
周
年
。
平
成
２

年
度
総
会
で
、
戦
前
か
ら
の
東
京
支
部
を
３

県
に
拡
大
し
発
足
。
同
時
に
発
行
し
た
会
報

第
１
号
「
支
部
便
り
」
も
、
翌
平
成
３
年
度
総

会
で
支
部
名
が
「
東
進
会
」
と
命
名
さ
れ
、
会

報
名
も
第
２
号
か
ら
「
東
進
」
と
変
更
。
以
来

今
年
秋
号
で
50
号
。
大
野
東
進
会
名
誉
会
長

や
故
酒
井
初
代
編
集
長
が
、
ご
苦
労
の
末
に

始
め
ら
れ
て
か
ら
25
年
。
単
な
る
飲
み
会
で

な
く
『
粋
を
謳
歌
』
し
よ
う
と
、
故
篠
田
謳
粋

会
初
代
会
長
が
始
め
た
謳
粋
会
も
２００
回
、

17
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
初
期
の

目
的
や
ご
苦
労
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
「
次
の

世
代
に
タ
ス
キ
を
渡
し
」
て
、
更
に
東
進
会
を

発
展
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。 

今
回
の
さ
さ
や
き
は
、
社
会
学
者
・慶
應
大

学
教
授
小
熊
英
二
の
言
葉
「
未
来
で
評
価
さ

れ
る
人
が
若
者
、
現
在
で
評
価
さ
れ
る
人
が
大

人
、
過
去
で
評
価
さ
れ
る
人
が
老
人
」で
す
。 

た
と
え
20
歳
で
引
退
し
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手

で
も
「老
人
」な
ん
で
す
。
「
ハ
ー
フ
ハ
ー
フ
」
の
浅

田
真
央
さ
ん
が
、
現
役
復
帰
宣
言
、
本
当
に

良
か
っ
た
で
す
ね
。
一
方
、
70
歳
過
ぎ
て
も
、

若
い
人
に
タ
ス
キ
を
渡
さ
な
い
御
仁
は
や
は
り

「
困
っ
た
老
人
」
で
す
ね
。
政
財
界
・
研
究
開

発
・
マ
ス
コ
ミ
等
、
至
る
所
に
増
殖
し
、
若
者
を

阻
害
し
て
い
る
日
本
は
、
大
人
の
国
ど
こ
ろ
か
、

名
実
と
も
に
老
人
超
大
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
半
了
の
さ
さ
や
き
は
今
回
で
最

終
回
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
平
成
18
年
4

月
の
第
１
回
「カ
キ
ク
ケ
コ
」か
ら
、
丁
度
10
年

間
20
回
。
辛
抱
強
い
寛
大
な
皆
様
の
お
蔭
で

連
載
継
続
さ
せ
て
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
し
か
し
、
時
は
来
た
、
老
兵
は
静

か
に
去
り
、
若
い
世
代
に
タ
ス
キ
を
渡
す
時

が
・・・。
之
に
て
半
了
は
完
了
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
山 

了
（十
八
回
卒
） 

   

本
誌
は
年
に
２
回
発
行
し
て
い
る
が
、
本
号
で

50
号
を
迎
え
た
。
岩
波
書
店
の
「
広
辞
苑
」
は
、

第
一
版
を
発
行
し
て
か
ら
、
今
年
で
60
年
。
還
暦

を
記
念
し
て
赤
い
表
紙
を
巻
い
て
い
る
。「
東
進
」

は
50
号
。
50
歳
で
は
な
い
が
、
前
号
か
ら
カ
ラ

ー
版
と
し
、
文
字
を
大
き
く
し
た
。
多
少
は
、
記

念
気
分
が
誌
面
に
表
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

高
山
寺
半
了
氏
の
「
半
了
の
さ
さ
や
き
」
は
、

10
年
間
20
回
に
わ
た
っ
て
の
長
期
連
載
だ
っ
た

が
今
回
で
完
結
し
た
。
半
了
氏
に
は
、
し
ば
ら
く

は
英
気
を
養
っ
て
い
た
だ
き
、
再
び
誌
面
で
お
目

に
か
か
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

小
生
の
編
集
担
当
は
、
本
号
を
も
っ
て
最
後
と

な
る
。
思
い
出
多
い
六
年
余
に
心
か
ら
の
謝
意
を

表
す
る
。
次
号
か
ら
は
、
星
川
美
代
子
さ
ん
（
50

年
卒
）
に
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

小
生
に
倍
す
る
ご
支
援
を
切
に
希
望
す
る
（
初
） 

編 

集 

後 

記 

半
了
の
さ
さ
や
き
（
最
終
・
第
２０
回
） 

つ 

な 

ぐ 
 
 

高
山
寺 

半
了 

http://www.ies.or.jp/

